口 ツバの 「楽天 公子」 
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先づ 断って おかねば ならぬ こと は、 私 は 嘗て 「エノ 

ケン」 なる もの を 三十 分 ほど 見物した。 なるほど、 「ェ 

ノ ケン」 は 「下町 式」、 「口 ツバ」 は 「山ノ 手」 式 だと 

いふ ことが よく わかる。 た y 両者に 共通な もの は、 や 

け つばち なと ザ ろで ある。 

「楽天 公子」 は 口 ツバの 適役で あらう が、 さう いふ 見 

方 をし だすと 余計な 注文 をつ けたくなる。 今のところ、 

この 芝居 を まともに 批評す るの は 愚の 骨頂 だ。 如何に 

娯楽と して みても、 まだまだ あぶなっかしい ところば 

かりで、 よほど 芝居と いふ もの を 見慣れない 見物で な 

ければ 我暧 して 見て ゐる こと は 困難 だら うと 云 つ て、 



義の虜 となって ゐ るので ある。 また、 きわど さ、 ざつ 

くばらん、 を 愛しながら、 秩序と、 儀礼と 紋切型 を 尊 

重し、 絶えず、 その 両者に 色目 を 使って ゐる。 これら 

の 矛盾 を 矛盾と して V なく、 即ち、 矛盾で ある こと を 

意識せ ずに、 平然と その 時々 で、 都合の い、 自分 を さ 

らけ 出す ことので きる 厚顔し さ を 身上と する。 

従って、 大衆 は 安易 を 求め、 自己の 優越感 を 何等か 

の 方法で 満足 させ、 名目と 実利との 間 を 彷徨し、 偶然 

をで つち 上げる こと、 破壊す る こと、 を こもごも やる 

こと を 楽しむ ので ある。 しかも、 この 「大衆の 心」 を 

ある 程度まで 「人間の 心」 と 一 致させる の は、 その 民 



いふ 人物の、 この 程度の 「人間味」 ならわ かると いふ 

こと も 事実な ので ある。 これ は 馬鹿に ならない もの だ 

と 思 ふ。 それなら、 あと は、 芝居と いふ ものに 対する 

若干の 「芸術的 要求」 が あれば ぃゝ ので ある。 

かう いふ 風な 説明に どれ だけの 価値が あるか、 私に 

はま だはつ きりした 見当 はっき かねる。 

プ ロレ タリ ャ 文学の 指し示す 「大衆」 と は 凡そ 隔リ 

の ある もので あらう が、 私が、 ぢ かに 自分の 眼で 見、 

心で 感じ 得る 大衆 (俗衆と はまた 別で ある) なる もの 

は、 結局、 「自分 を 含む 現代人の 最大公約数」 以外の も 

ので はない。 



て ゐて楽 だからで も あるが、 それよりも、 楽な 以上に、 

自然に 流れ出る ものに は、 無理に いきみ 出す ものより、 

面白い ところが あるから である。 芝居と いふ もの、 魅 

力 は、 一 つに は、 誘導され る 快感に あるので あって、 

「ス ポン タネ ィテ イイ」 は 最も 重要な 要素で ある。 こ 

れを 欠く 代表的な 芝居 は 実に 「新劇」 殊に 理窟つ ぼい 

rii^ 劇」 である 

「人 を 食って る」 と 腹 を 立てる もの は先づ ない。 それ 

は、 見物 自身が、 自分 もで きたら あんなに 「人 を 食つ 

て」 みたい とい ふかす かな 羨望の 如き もの を 感じる ば 

かりで なく、 今度 は、 あべこべに、 「人 を 食った」 役者 



を、 実は、 こっち も それ 以上 馬鹿にして か、 つて ゐる 

からで ある。 大衆 は そこに も 一種、 優越感の 満足 を 得 

てゐる わけで ある。 「遠慮 はいらんから うんと 恥晒し 

な 真似 をし ろ、 金 だけ は 払って やる。 どうせい くらで 

もない ごと、 腹の 中で 云って ゐ るので ある。 この 見物 

の 心理 を 逆に 利用す るの が、 つまり 大道芸人 である。 

「楽天 公子」 はなる ほど 芝居になる。 もう 少し 味 を 利 

かせ、 脚色 演出 共に コクを 出せば、 たしかに、 現代の 

芝居と して 見られる ものになる 害で ある。 あんなに く 

すぐら なくっても、 いくらでも 笑へ る 場面 や 白が ある- 

余計な ところで 櫟る もんだ から、 肝腎の 芝居が 留守 
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